東北蚕糸・昆虫利用研究報告投稿要領
1． 東北蚕糸・昆虫利用研究報告（以下本報告）への投稿者は日本蚕糸学会員にかぎる。共著のときは非会員を含むことができる。会員の推薦のもと支部長が許可した場合にも投稿可能とする。
2． 本報告への投稿原稿はデジタルデータとし、A4版サイズに、次の順序で記述する。１）表題　２）著者名　３）所属機関の名称　４）本文（目的、材料と方法、結果と考察、要約など）　５）文献
　なお、１行２１文字、１ページ４０行とする。刷上がり１ページ分は１，６００字を目安とする。
以下、ＵＲＬ参照
http://hashi.agr.hokudai.ac.jp/temp.doc
3． 本報告への投稿原稿は横書きとし、当用漢字および現代かなづかいを用いる。動植物および外来語はカタカナとするが、蚕や桑などは漢字を用いてもよい。薬品名、化学物質名等は和名を用い、学術用語は日本蚕糸学会編「蚕糸学用語辞典」による。また、学名（イタリック）および外国人の名、地名は原語とする。
4． 数字はアラビア数字とし、また単位および略記号の表し方はkm、m、cm、mm、μm、nm、ha、a、（アール）、m2、ml、μl、kg、g、mg、μg、sec、min、hr、rpm、%、ppm、M（モル濃度）、N（規定度）、℃、kcal、pH、RH（相対湿度）、32P（放射性リン32P）などとし、単位は原則としてc.g.s単位系を用いる。
5． 図・表中の文字、記号とともにそのまま印刷となるよう明確に描く。 刷り上がりサイズは横8cm以内もしくは17.5以内cm、縦24cm以内となることを考慮して図中の文字、数字、記号などの大きさに注意する。
10.
図や表の挿入箇所を指定する場合は原稿の本文の右横などに朱書きする。
11.
文献の引用は本文中では著者名（年号）あるいは（著者名、年号）とする。共著者については２人まで両名を並記し、３人以上のときは最初の著者に「ら」を付記してほかを省略する。文献は次のようにまとめて論文の末尾に著者名のアルファベット順に配列する。
[学術雑誌より引用する場合]

　著者名、発行年、雑誌名略記、巻数（ない場合は号数をカッコ内に記す）、始めと終わりのページ。

例：四方正義・村田武（1969）：日蚕雑, 38, 1-10.
ASHHURST DE, RICHARDS AG (1964): J Morphol, 114, 247-254.

[単行本を引用する場合]

著者名、発行年、本の名前（初版以外の場合は版数）、総ページ数、発行所、同所在地。

例：田中克己（1955）：顕微鏡標本の作り方（第2版）, 278pp, 裳華房, 東京.
DOE JQ (1968): “The Desease of Animals without Backbones”, (2nd ed.), 678pp, Academic Press, New York.
[共著の単行本の一部を引用する場合]

著者名、発行年、本の名前、編者名、引用ページ、発行所、同所在地。

例：上田光雄（1952）：家蚕遺伝学（田中義麿編）, pp 373-417, 裳華房, 東京.
　　BENZ G (1963): In “Insect Pathology, An Adv. Treat” (Steinhaus EA ed), vol 1, pp 229-338, Academic Press, New York.
なお、学術雑誌の略名は、最近の本誌、蚕糸学文献目録、Biological AbstractsおよびChemical Abstractsによる。
12. 編集様式を整えるため、編集幹事は著者に原稿中の内容、字句等について訂正を求めることがある。

13. 校正は原則として初校のみ著者校正とし、誤植の訂正にとどめ変更は認めない。

14. 本報告への投稿原稿は付記の送状を添付し、編集担当宛(sangaku@abs.agr.hokudai.ac.jp)（浅野眞一郎）に送信する。紛失等の事故を考慮してデータの控えをとっておく。掲載した原稿データは返却しない。
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